
　開　催　期　日

　開　催　場　所

　出　席　状　況

席次番号 　摘要 席次番号 　摘要

1 大山 宏尚 出・欠

2 鈴木 重臣 出・欠

3 千代田 光雄 出・欠

4 堀内 仁之 出・欠

5 白石 匡子 出・欠

6 三田 博 出・欠

事務局 横田 隆宏 生涯学習部長 事務局 梅澤 十三男 生涯学習課主査

事務局 名川 伸太郎 生涯学習課長 事務局 相羽 建尊 生涯学習課主事

事務局 髙橋 政夫
生涯学習課参事
兼副参事兼課長
補佐

事務局 佐藤 有起 生涯学習係長兼
郷土資料館長

　傍 聴 人 状 況 　　０名

令和８年度　第１回文化財保護審議会　会議録

　　令和８年７月８日（水)　午後１３時３０分～１４時３０分

　　本庁舎６階　第二委員会室

　　委員６名中６名　事務局６名

　（１）令和７年度文化財保護事業報告について

　（２）令和８年度文化財保護事業計画について

　その他

委　員　氏　名 委　員　氏　名

主な議題
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           　　会　議　名

議     事 事務局

３．教育長あいさつ

４．委員・職員紹介

６. 議事

（１）令和７年度文化財保護事業報告について

　〇資料１　令和７年度主な事業の報告

【質疑応答】

委員

事務局

委員

事務局

委員

委員

事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

委員

委員

５．会長・副会長選出

て、『堂内の肘木（ひじき）は法隆寺観音堂と同じ仕様です。』とあるが、過去

　現在サポーターの募集は行っていない。また活動もしていない。

いただいた。現在研究しており、何か成果があったら今後報告させていただく。

　資料および民具の受け入れについて。今年度も資料の受け入れを行っていくと

　文化財サポーターについて。以前と比べ会員数が減ったが、直近ではどのよう

　いただいたご意見を参考に、編集者とも話し合いながら広報の促進に務める。

な活動をしているか。

　郷土資料館開館当初などは資料整理等が多く、活動も多かったと思うが、今は

思うが、市民の方から申し出がある場合の他、市役所側から調査や寄贈の交渉な

も広報に活用できるかもしれない。

　記事について精査し、未配布分についてシールでの修正を試みる。修正内容に

ついては、ご助言をいただきたい。

　会長に大山委員、副会長に千代田委員が選出された。

　当該箇所については、前回の令和元年度版から修正してはいない。

と思うが、再び記事に追加したのか。

そのような状況になく難しいところもあると思われる。

　

（２）令和８年度文化財保護事業計画について

　〇資料２　令和８年度主な事業の計画

　

【質疑応答】

　外部に出るので、ぜひ修正を願いたい。

 文化財マップについて。マップに記載されている、迎摂院の観音堂の記事につい

の調査の結果、この記述は誤りであることが分かった。すでに記事に修正が入った

　承知した。修正文の案を後日送付する。

どをして保存していく予定はあるか。

　葦のみちの販売について。どのような方法で広報しているか。

　現状の広報に加え、地方史研究という雑誌に発刊のお知らせを掲載したり、

　図書館や市内公共施設、ららほっとなどにポスターの掲載をお願いしている。

また、公式ホームページにて、販売中のお知らせを出す予定である。

　文化財の寄贈について。ご詠歌の寄贈があったが、そちらの中身を拝見させて

全国歴史資料保存利用機関連絡協議会でも情報を共有できる。そういった媒体

２．委嘱書交付

１．開会(司会進行:名川課長）  

令和８年度　第１回文化財保護審議会
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           　　会　議　名

事務局

委員

委員

事務局

委員

事務局

委員

事務局

委員

委員の皆様にも情報提供をお願いしたい。

　彦糸の地区でも現在開発が進んでいる。古い家屋を建て替えたり、解体が多く

三郷市の場合は川に挟まれた地域で、昭和22年のカスリーン台風の被害により、

それ以前の資料などが多く失われてしまった。現存する資料はどの地域も少ない

　収蔵庫はどのような状況か。

　家の建て替えや、相続等で不要になった民具などの寄贈を受け付けることは

　令和８年度　第１回文化財保護審議会

　すべてではないが、民具を展示した資料室を設置している学校はある。

　今年の４月ごろに行われた『武蔵国三十三観音霊場 大開帳』について、三郷

　１２年に一度ということで、開帳の度に様相が少しずつ変わってくると思われ

行われており、その過程で不要になった民具など寄贈できないかと私のところに

ように思われる。

　他の市では、学校などに民具を中心とした資料室を設置している場合がある。
三郷市ではそのような運用されているか。

一般の方が相談に来る。ただ歴史的に価値があるものは少ない。というのも、

る。市として今後も記録をとっていただきたい。

　ほとんど余裕はない。

市内でも数か所の寺院で行われたが、調査は行ったか。

　市内３か所ほど回り、拝見し写真記録を取らせていただいた。

多々あり、実際に目で見て寄贈受け入れの可否を判断している。ただ、行政側
から積極的に寄贈のお願いはしていない。文化財的な価値が高くとも個人所有で
ある。そのため、文化財が失われないためにアンテナを張るようにはしている。

７．閉会

（３）その他
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